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The Influence of Student’s Cognition of Class on Hand-Raising Behavior
Abstract
　The purpose of this study was to examine the influence of student’ s cognition of class on feelings of self-efficacy for 
raising one’s hand , or raising one’s hand and saying something. In this study, 281 fifth- and sixth-graders completed 
questionnaires. In a path analysis, a relation between grade-level factors and class-level factors indicated that student’s 
cognition of class influenced self-efficacy for raising one’s hand and raising one’s hand and saying something, but 
these results were only partially confirmed. Specifically, the relationship between understanding of class and raising 
one’s hand varied by classroom; this suggests that the classroom environment factors should be examined in addition 
to individual-level factors. Finally, we discuss the development of a framework that considers classroom context as a 
future direction of research.
Key Words： raising hand, student’s class cognition, self-efficacy, classroom management, elementary school
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Appendix
（１）児童の授業認知尺度５件法（「あてはまらない」
～「あてはまる」）
統制
１． 授業中、多くの友だちは、他の友だちの様子を
注意してみていると思う
２． 授業では、先生から言われたとおりのことをや
らなければならないと思う
３．授業中の教室は、おもくるしいと思う
４．授業中の教室は、きんちょうしていると思う
５．授業中の教室は、きゅうくつだと思う
６． 授業では、先生の表情が気になっている友だち
が多いと思う
７． 授業では、やることが決まりきっていると思う
自由・積極
８． 授業では、つぎつぎと新しい内容へとうつって
いると思う
９． 授業では、先生やまわりの友だちの様子をみて、
たいどをかえていると友だちが多いと思う
10． 授業では、自由な発言や行動をしている友だち
が多いと思う
11． 授業では、多くの友だちは、先生と親しみやす
いと思っている
12． 授業では、多くの友だちは、まちがえてもかま
わないと思っている
13． 授業では、多くの友だちは、発言（発表）しや
すいと思っている
喧騒
14．授業中の教室は、さわがしいと思う
15．授業中の教室は、落ち着きがないと思う
16．授業中の教室は、せわしないと思う
17．授業中の教室は、まとまりがないと思う
18．授業中の教室は、ダラダラしていると思う
（２）挙手の自己効力尺度（藤生，1991）４件法（「まっ
たく違う」～「まったくそうです」）
１．どんな時でも、手をあげて発表できます
２． 思いついたことがあったら、なんでも手をあげ
て発表できます
３． 手をあげて発表するとき、あがりません（緊張
しません）
４． 手をあげて発表する時、あがります（緊張します）
５． 発表するために、手をあげるときは、どきどき
します
６． 発表のために、手をあげるときは、たのしいで
す
７．発表するために、手をあげるのは、簡単です
８． 発表するために、手をあげるのは、むずかしい
です
９．自信がないことでも、手をあげて発表できます
10． 少しぐらいまちがっていても、手をあげて発表
できます
11． はっきりしないことは、手をあげて発表できま
せん
12．手をあげて発表することは、得意です
13．手をあげて発表することは、にがてです
（３）積極的授業参加尺度（布施・安藤・小平、 
2006）４件法（「ちがう」～「そう」）
挙手・発言
１．手をあげて自分の意見を言う
２．話し合いをするときには、ちゃんと意見を言う
３．友だちの発表を聞いて、自分の意見を言う
４． 答えがわかっていても、手をあげずにだまって
いる
５．答えを言わずにだまっている
６． 授業中にわからないことがあったら、先生に聞
く
